





























が降る、つまり地理的勾配に基づいて広がっていく様子が 観察できるのであるO 田中清美は これ







さて、楯築墳丘墓の木榔はまず幅約30，.....， 40cm、深さ20"""' 30cm の溝を墓坑底面に掘り、側材
や小口材を支えるための礎板材を置くO 礎板材の上には側材と小口材を置くが、内部には地山上
に置き土をした上で、桟が長軸に直角に置かれる。 痕跡は8本が検出されたが、配置位置から見
てさらに1 '" 2本程度あったものと考えられているo 桟の痕跡は幅約 5cm、高さ3cm ほどであ
るO 桟の上にはまず下底材が置かれ、その上には台石がそして上底材が置かれているo こうして
出来た木榔の規模は腐朽・崩壊の過程で歪な形に変形しており、内法の長さと幅は、長さ西側が
























炭化しており埋葬後燃焼させた ことが知られる金海良洞里23 5 号墳の場合、炭化材が副葬品の下
部を含む広範囲に認められており、底板が存在していた(5)。 そもそも木榔墓の場合、底板の確認
は難しく、まして韓国のような花闘岩をはじめとする岩 石のパイラン土が多い地勢では底板の確



























体部には長大な竪穴式石室が 構築されるO 竪穴式石室は一般的には板石を用いて構築する ことが
知られているが、ごく初期のものについてはやや丸みのある塊石を用い、長大というほどには長
くない石室が 構築されていた。 播磨地域に多く認められる(6)が大和においても天理市黒塚古墳で
























あるO こ こでは兵庫県香美町八幡山古墳群など一部は 5世紀後半に遡上する竪穴系横口 式石室が
構築されているO 但馬を含む山陰地方の竪穴系横口 式石室については、かつて筆者が北部九州か
らの伝播説を唱えた(日)。 しかし山陰における出現期の この種石室を、北部九州における竪穴系横





































口 式石室の型 式変遷に照らすと、年代的に組踊する結果となる。 すなわち、山陰地方における出
現期の形態が北部九州においてはかなりの年代が遡上するという矛盾が生じるのであるO むしろ、
同時期の朝鮮半島南部、加耶の事例に近似することが注意されるのであるω。 このように、4 世
































ている ことが重要であるO 例えば7 t!t紀中葉前後の岩屋山 式石室の場合、玄室は 2段で下段は左
右各壁とも 3 石、上段は 2 石で 構成されているO この原則はすべての岩屋山 式石室に貫徹してい
る(2町第7図)。 以前の横穴式石室が設計図を基に 構築されたものの、すべての石材の配置位置が
あらかじめ決定されていたのではないために、所々に小石材を多用した個所や目地の通りが悪く
なる、いわゆる調整箇所が存在した(第8 図) のに対し、そうした状況は切石 石室には全く見当
たらない(第9・10図)。 この切石 石室は7世紀前半に導入されるが、百済 澗批期の王 陵群であ
る 陵山里古墳群や、 これと密接な関連を有する 陵山里東古墳群には奈良の切石石室に酷似したも
のが多く、百済の影響によるものである ことは明らかで、あるO しかし、既述のとおり7 世紀後半
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のである（25） 。また、下方から上方に向けて外広がりに伸びるやや丈の長い鉢のような形態がある。  
これはむしろ、倭における埴輪の情報を受けて全羅両道で成立した形態である。そしてこれが倭  
に逆流して各地で制作、樹立されている（26）。いずれも朝鮮半島との深い関係が指摘できる古墳で  
あることが注目されるのである。   
このように、一旦朝鮮半島へ伝播した文物が彼の地でその伝統によって変形したのち、再び日  
本列島に戻る現象は、古墳時代前期における土器にも認められており、いずれも半島と列島との  
深い結びっき示すものとして重視しなければならない。   








加する可能性が高い。   
以下逐一詳細には触れないが、代表的な2例についてやや具体相に触れた上で若干の考察を行  
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えいるほどである。   
このほかに、以下のような倭系石室が知られている。   
巨清市長木古墳（29）（第14図3）は6世紀初頭の築造にかかる竪穴系横口式石室であり、倭との  
関連性を示す要素としては、石室構造の他に墳丘裾部から埴輪との関係が強く窺える「円筒形土  











定される。   
以上のほかに油川船津里古墳（32）（第15図5）も倭系石室である可能性が議論されている。平面  
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九州の横穴式石室(各報告書から、 1:福岡・津屋崎4 1号境、 2:熊本・児島崎古墳、 3:
福岡・小倉古墳、 4:福岡・王塚古墳)
第16図













一定の勢力を有していた ことに相違ないであろうO しかし、 これらの倭系石室を有する古墳は、




(中・北部九州の人々が中心) の活動を示すものであるO しかし、 国として、つまり大和政権が
その施策として現地に人を派遣した状況を示すものでない ことも明らかであるO また月桂洞古墳






< 50 > 基制から見た朝鮮三国と倭(土生田)
には人の移動を伴った人的交流があったものと考えてよい。 そうであれば、半島から列島という
一方向的な交流は考え難く、かねて「必ず列島から半島へという方向も認められるはずだ」と考










「反乱伝 承」や「逆臣」を謀殺する記事が多くあり、大和政権(大王) と「地方」や 豪族との関














は全く無関係という ことも考えられる o しかし、以上にみた各段階の場合はどうであろうO 小稿
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